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神
と
し
て
信
仰
を
集
め
ま

し
た
。

　
子
持
ち
石
の
様
子
か
ら

こ
の
地
が
「
石
小
石
の
里
」

と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
「
い

し
こ
し
」
の
由
来
に
な
っ

た
と
い
う
説
も
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
当
時
の
社
殿
は
、
時
代

の
変
遷
の
中
で
い
つ
の
こ

ろ
に
か
失
わ
れ
ま
し
た
が
、

天
明
６
年
（
１
７
８
６
）

に
地
元
の
有
力
者
で
あ
っ

た
小
野
寺
新
右
エ
門
に
よ

り
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
保
　
年
（
１
８
４
０
）

１１

に
は
神
階
と
し
て
最
高
位

の
正
一
位
に
、
明
治
６
年

に
は
登
米
郡
の
郷
社
に
認

定
さ
れ
る
な
ど
、
格
式
の

高
い
神
社
で
す
。

　
石
神
様
と
呼
ば
れ
敬
愛
さ
れ
て
い
る
遠
流

志
別
石
神
社
は
、
平
安
時
代
（
7
9
4
～
１

１
８
５
こ
ろ
）
中
期
、
当
時
の
朝
廷
が
編
さ

ん
し
た
法
令
集
の
中
の
神
社
を
一
覧
に
し
て

記
載
し
て
い
た
台
帳
に
、
石
越
を
含
む
栗
原

郡
の
七
社
（
栗
原
七
座
）
の
一
つ
と
し
て
登

録
さ
れ
た
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

　
住
民
が
神
社
の
あ
る
富
崎
地
域
に
産
す
る

大
き
な
 礫
  岩
 （
砂
利
が
固
ま
っ
て
で
き
た
石
）

れ
き
 が
ん

を
、
子
持
ち
石
と
し
て
ご
神
体
に
 祀
 っ
た
の

ま
つ

が
始
ま
り
で
、
大
き
な
石
か
ら
小
さ
な
石
が

こ
ぼ
れ
落
ち
る
の
を
「
大
石
が
小
石
を
産
む
」

と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
安
産
と
豊
作
の

【所在地】〒９８９－４７０１　登米市石越町北郷字中澤８１番地１
【問い合わせ】登米市石越公民館　緯 ０２２８（３４）２０３６

 遠  流  志  別  石  神  社 
お る し べつ いし じん じゃ

（石越）

ふふ
るる
ささ
とと

訪訪
ねね
ああ
るる
記記
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歴史博物歴史博物館館

■県消防協会登米支部長賞

▼武田 聖  羅 （登米小５年） ▼ 猪股 早  紀 （石越中２年）
せい ら さ き

■優秀賞　 ▼ 鈴木 莉  子 （新田一小４年） ▼ 佐久間 勇  希 （加賀野小５年）
り こ ゆう き

▼ 中野 紘  佑 （加賀野小６年） ▼

こう すけ

千葉 大  貴 （石越小６年） ▼

ひろ き

斎藤 優  吏 
ゆう り

（南方小３年） ▼ 佐々木 野  乃  花 （南方小５年） ▼ 白鳥 楓  佳 （南方小５年）
の の か ふう か

▼ 飯塚 和  香 （西郷小１年） ▼ 千葉 美  咲 （東郷小６年） ▼ 佐竹まるみ
わ こ み さき

（米山中２年）※応募総数３０３点

消防本部では秋の火災予防運動にちなみ、市内の小中学生を対象に「平

成１９年度防火ポスターコンクール」を実施しました。

入賞者は次のとおりです（敬称略）。

秋の火災
予防運動 防火ポスターコンクー防火ポスターコンクールル

登米市消防長賞

 佐々木 智  南 
ち なみ

　（新田二小５年）
　　　　　　　　　㊧

 佐藤 杏  奈 
あん な

　　（豊里中３年）
　　　　　　　　　㊨

明治２３年に佐沼町に生まれ、同４４年に日

本赤十字社宮城県支部救護看護婦養成

所に入学。大正４年から１年間、遣仏救

護班看護婦としてフランス赤十字社に応

招され、救護活動に従事しました。その

後はシベリアで傷病者の看護を行ったほ

か、中国の上海・南京・九江に往復するこ

と１０回。関東大震災や昭和１２年からの日

支事変、大東亜戦争で寝食を忘れて軍

部戦傷病将士の看護に専念しました。寄

贈された資料の中には、戦で傷ついた兵

士たちが書いた感謝の手紙が数多く残っ

ています。

加藤きん女史
（写真提供　日本赤十字社）

今でこそ、働

く女性も珍し

くありません

が、明治時代

から日本赤十

字社の看護婦

として活躍し

た女性がいま

した。ナイチン

ゲール賞を受

賞した看護婦・

加藤きんです。

「モバイルとめ」もご利用ください。
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